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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年５月期 319,208 9.0 5,297 △46.0 5,450 △46.0 3,603 △46.8

2025年５月期 292,940 8.5 9,812 4.9 10,088 5.7 6,774 7.4

（注）包括利益 2026年５月期 3,687百万円 （△45.6％） 2025年５月期 6,773百万円 （7.6％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年５月期 265.32 － 5.9 4.3 1.7

2025年５月期 486.03 485.84 11.7 9.1 3.3

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年５月期 139,295 61,210 43.9 4,555.11

2025年５月期 116,403 61,064 52.3 4,400.85

（参考）自己資本 2026年５月期 61,090百万円 2025年５月期 60,946百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2026年５月期 11,014 △26,710 17,544 10,337

2025年５月期 11,438 △16,766 1,793 8,488

年間配当金
配当金総額

(合計)
配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期

末
第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年５月期 － 0.00 － 39.00 39.00 540 8.0 0.9

2026年５月期 － 0.00 － 39.00 39.00 523 14.7 0.9

2027年５月期（予想） － 0.00 － 39.00 39.00 11.1

１．2026年５月期の連結業績（2025年６月１日～2026年５月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

2027年５月期の１株当たり年間配当金は、当初の配当予想に比して、普通配当を１株につき４円増配しておりま

す。詳細につきましては、本日公開の「剰余金の配当（増配）に関するお知らせ」をご参照ください。



（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 167,400 7.2 2,900 △0.4 3,000 △2.4 1,900 4.3 141.66

通期 344,100 7.8 7,400 39.7 7,600 39.4 4,700 30.4 350.44

（１）期中における連結範囲の重要な変更： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 無

②  ①以外の会計方針の変更              ： 無

③  会計上の見積りの変更                ： 有

④  修正再表示                          ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年５月期 14,502,400株 2025年５月期 14,502,400株

②  期末自己株式数 2026年５月期 1,090,907株 2025年５月期 653,507株

③  期中平均株式数 2026年５月期 13,582,847株 2025年５月期 13,938,514株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年５月期 281,449 8.4 5,613 △42.0 5,330 △44.4 3,628 △43.6

2025年５月期 259,561 7.9 9,671 3.5 9,593 8.4 6,438 5.1

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年５月期 267.17 －

2025年５月期 461.93 461.75

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年５月期 132,794 60,560 45.6 4,515.53

2025年５月期 111,452 60,399 54.2 4,361.28

（参考）自己資本 2026年５月期 60,560百万円 2025年５月期 60,399百万円

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期（累計） 144,500 4.5 2,800 △3.8 1,800 △0.6 134.21

通期 298,000 5.9 7,400 38.8 4,600 26.8 342.98

３．2027年５月期の連結業績予想（2026年６月１日～2027年５月31日）

※  注記事項

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要

１．2026年５月期の個別業績（2025年６月１日～2026年５月31日）

（２）個別財政状態

２．2027年５月期の個別業績予想（2026年６月１日～2027年５月31日）

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。尚、上記予
想に関する事項は、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧下さい。



１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………………………… 2

（１）当期の経営成績の概況 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）当期の財政状態の概況 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 ……………………………………………………………………………… 3

（４）今後の見通し ……………………………………………………………………………………………………… 4

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 …………………………………………………………………………… 4

３．連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………………… 5

（１）連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………………… 5

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………… 7

連結損益計算書 …………………………………………………………………………………………………… 7

連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………………………………… 8

（３）連結株主資本等変動計算書 ……………………………………………………………………………………… 9

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………………… 11

（５）連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………………… 13

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 13

（会計上の見積りの変更） ………………………………………………………………………………………… 13

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項） ………………………………………………………… 13

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 14

（１株当たり情報） ………………………………………………………………………………………………… 15

（資産除去債務関係） ……………………………………………………………………………………………… 16

（重要な後発事象） ………………………………………………………………………………………………… 16

○添付資料の目次

- 1 -

大黒天物産株式会社（2791）2026年５月期決算短信



１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度（2025年６月１日～2026年５月31日）における我が国経済は、景気が緩やかに回復傾向に向かう

一方で、不安定な国際情勢に伴う原材料価格の高騰や円安の影響による物価上昇、エネルギーコストの上昇などに

より、先行きが不透明な状況が続いております。また、物流コストの増加や最低賃金の引き上げに伴う人件費の増

加の影響により、極めて厳しい状況が続いております。

　小売業界におきましては、継続する商品価格の値上げによって、消費者の生活防衛意識は高いまま維持されてお

り、消費に対する節約志向も高く、個人消費も伸び悩んでおります。また、各企業においても人件費や物流費な

ど、様々なコスト上昇による店舗運営費の増加が続いており、企業運営を取り巻く環境は引き続き厳しい状況であ

ります。

　このような環境の中、当社グループでは、「魅力ある店づくり６項目」（①価格、②品質、③売場、④活気、⑤ 

環境整備、⑥接客）の徹底をスローガンに、お客様にご支持いただける小売業を目指して取り組んでおります。ま

た、お客様に「安くて新鮮で美味しい商品」を提供するべく、ＥＳＬＰ（エブリデイ・セーム・ロープライス）に

よる地域最安値価格を目指すことに加え、自社開発商品の中身を徹底的に「アナライズ」（分析）し改良を重ね

た、「高品質・低価格」な商品（D-PRIDE）を前面に打ち出して展開するほか、自社物流の構築による物流コスト

削減、産地からの最短定温物流実現による生鮮食品の鮮度向上を推進しております。さらに成長戦略として、高速

多店舗化出店を掲げ、店舗数の増加によって中国及び関西の両センターの稼働率を上げることでコスト削減を実現

しております。当連結会計年度において、岡山県、三重県、福岡県に３店舗、愛媛県、新潟県に２店舗、兵庫県、

滋賀県、和歌山県、徳島県、山口県、岐阜県、富山県、長野県、山梨県、熊本県、大分県、長崎県にそれぞれ１店

舗の計25店舗を出店いたしました。その内、山梨県と大分県は県内初出店であり、緩やかではありますが出店エリ

アの拡大も進めております。また、建築コストの増加により従来よりも出店にかかる費用が増加し、販管費の増加

に影響を与える中、新規出店のうち７店舗を100％センター供給店舗フォーマット（SFO店舗）での出店とすること

で従来の店舗と比べて、出店コストと店舗運営コストの削減を実現しております。また、既存店舗の活性化を図る

ために唐人店の改装を実施し、店舗フォーマットをザ・大黒天に変更いたしました。

　これらの結果、当連結会計年度の売上高は3,192億８百万円（前年同期比9.0％増）、経常利益は54億５千万円

（前年同期比46.0％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は36億３百万円（前年同期比46.8％減）となりまし

た。

(2）当期の財政状態の概況

(流動資産)

　当連結会計年度末における流動資産の残高は、303億８千３百万円となり、前連結会計年度末に比べ51億８千２

百万円増加いたしました。

　その主たる変動要因は、商品及び製品の増加（98億４千７百万円から106億２千４百万円へ７億７千７百万円増

加）、原材料及び貯蔵品の増加（７億５千８百万円から８億６千７百万円へ１億８百万円増加）、現金及び預金の

増加（84億８千８百万円から103億３千７百万円へ18億４千８百万円増加）、その他の流動資産の増加（57億６千

８百万円から82億２千４百万円へ24億５千５百万円増加）などによるものであります。

(固定資産)

　当連結会計年度末における固定資産の残高は、1,089億１千２百万円となり、前連結会計年度末に比べ177億１千

万円増加いたしました。

　その主たる変動要因は、有形固定資産の増加（766億２百万円から935億８千８百万円へ169億８千６百万円増

加）、投資その他の資産の増加（143億８千万円から151億７千１百万円へ７億９千１百万円増加）などによるもの

であります。

(流動負債)

　当連結会計年度末における流動負債の残高は、489億７千７百万円となり、前連結会計年度末に比べ27億８千７

百万円増加いたしました。

　その主たる変動要因は、未払法人税等の減少（21億７千６百万円から８億８千６百万円へ12億８千９百万円減

少）、その他の流動負債の減少（120億４千３百万円から115億１千１百万円へ５億３千１百万円減少）などに対

し、短期借入金の増加（110億６千１百万円から145億８千３百万円へ35億２千１百万円増加）、支払手形及び買掛

金の増加（202億５百万円から211億９千３百万円へ９億８千８百万円増加）などによるものであります。

(固定負債)

　当連結会計年度末における固定負債の残高は、291億７百万円となり、前連結会計年度末に比べ199億５千９百万

円増加いたしました。
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2023年5月期 2024年5月期 2025年5月期 2026年5月期

自己資本比率（％） 50.8 53.0 52.4 43.9

時価ベースの自己資本比率（％） 70.9 114.1 90.8 41.0

債務償還年数（年） 2.2 0.6 1.3 3.3

インタレスト・カバレッジ・レシオ(倍) 304.3 760.0 230.3 37.6

　その主たる変動要因は、資産除去債務の増加（37億６千２百万円から61億８千３百万円へ24億２千万円の増

加）、長期借入金の増加（39億４千５百万円から215億１千９百万円へ175億７千３百万円の増加）などによるもの

であります。

(純資産)

　当連結会計年度末における純資産の残高は、612億１千万円となり、前連結会計年度末に比べ１億４千６百万円

増加いたしました。

　その主たる変動要因は、自己株式の増加による減少（16億８千５百万円から46億８千５百万円へ30億円の増加）

などに対し、利益剰余金の増加（588億４千万円から619億４百万円へ30億６千３百万円増加）などによるものであ

ります。

(3）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、営業活動によるキャッシュ・フローと

財務活動によるキャッシュ・フローの資金の増加要因が、投資活動によるキャッシュ・フローの資金の減少要因を

上回ったことにより、前連結会計年度末に比べ18億４千８百万円減少し、当連結会計年度末の資金は103億３千７

百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により得られた資金は、110億１千４百万円（前連結会計年度の114億３千８百万円の資金の増加に比べ

４億２千４百万円の減少）となりました。

　これは主に、税金等調整前当期純利益（55億７千６百万円）、減価償却費（97億８千４百万円）、支払利息（２

億７千１百万円）、建設協力金の家賃相殺額（１億８千９百万円）、仕入債務の増加額（９億８千８百万円）、そ

の他流動負債の増加額（14億２千５百万円）、補助金の受取額（１億２千万円）などによる資金の増加要因が、助

成金収入（１億８千３百万円）、棚卸資産の増加額（９億９百万円）、その他流動資産の増加額（24億５百万

円）、利息の支払額（２億９千３百万円）、法人税等の支払額（38億３千１百万円）などの資金の減少要因を下回

ったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により支出した資金は、267億１千万円（前連結会計年度の167億６千６百万円の資金の支出に比べ99億

４千４百万円の支出の増加）となりました。

　これは主に、有形固定資産の取得による支出（262億９千３百万円）、差入保証金の払込による支出（３億４千

万円）、長期前払費用の取得による支出（１億８千９百万円）などによる資金の減少要因が、資金の増加要因を上

回ったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により得られた資金は、175億４千４百万円（前連結会計年度の17億９千３百万円の資金の増加に比べ

157億５千万円の資金の増加）となりました。

　これは主に、長期借入金による収入（300億円）による資金の増加要因が、短期借入金の純減少額（10億円）、

長期借入金の返済による支出（79億５百万円）、自己株式の取得による支出（30億円）、配当金の支払額（５億４

千万円）などによる資金の減少要因を上回ったことによるものであります。

当社グループのキャッシュ・フロー指標

 （注）1.時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

2.債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

3.インタレスト・カバレッジ・レシオ : 営業キャッシュ・フロー／利払い

4.各指標はいずれも連結ベースの財務数値によって計算しております。

5.株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

6.営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用

しております。

7.有利子負債は、貸借対照表に計上されている負債の内、利子を支払っている全ての負債を対象としており

ます。

8.利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。
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(4）今後の見通し

　今後の見通しにつきましては、エネルギー価格及び原料価格の高騰に加え、中東情勢等の地政学リスクによる通

貨の不安定化など、日本経済を取り巻く環境は当連結会計年度と同様に厳しい状況が続くと予想されます。

　このような状況の中、当社グループは10店舗の新規出店、15店舗の既存店改装を計画しており、売上高3,441億

円（前年比7.8％増）、営業利益74億円（前年比39.7％増）、経常利益76億円（前年比39.4％増）、親会社株主に

帰属する当期純利益47億円（前年比30.4％増）と見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、現在、日本国内において事業を展開していることなどから、当面は日本基準に基づいて連結財

務諸表を作成する方針であります。

　なお、国際財務報告基準（ＩＦＲＳ）の適用につきましては、今後の事業展開や国内外の動向などを踏まえた上

で検討を進めていく方針であります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年５月31日)

当連結会計年度
(2026年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,488 10,337

売掛金 154 156

商品及び製品 9,847 10,624

仕掛品 182 172

原材料及び貯蔵品 758 867

その他 5,768 8,224

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 25,200 30,383

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 91,911 108,775

減価償却累計額 △42,948 △49,047

建物及び構築物（純額） 48,963 59,727

機械装置及び運搬具 8,633 9,539

減価償却累計額 △5,355 △5,573

機械装置及び運搬具（純額） 3,277 3,965

工具、器具及び備品 21,369 24,781

減価償却累計額 △14,456 △16,776

工具、器具及び備品（純額） 6,913 8,004

土地 13,458 17,480

リース資産 272 272

減価償却累計額 △131 △156

リース資産（純額） 140 116

建設仮勘定 3,610 3,956

その他 544 636

減価償却累計額 △307 △299

その他（純額） 237 337

有形固定資産合計 76,602 93,588

無形固定資産 219 152

投資その他の資産

投資有価証券 442 560

建設協力金 1,294 1,158

繰延税金資産 5,523 6,030

差入保証金 5,674 5,923

その他 1,574 1,601

貸倒引当金 △130 △103

投資その他の資産合計 14,380 15,171

固定資産合計 91,202 108,912

資産合計 116,403 139,295

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年５月31日)

当連結会計年度
(2026年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 20,205 21,193

短期借入金 11,061 14,583

リース債務 9 5

未払法人税等 2,176 886

賞与引当金 694 768

資産除去債務 － 27

その他 12,043 11,511

流動負債合計 46,190 48,977

固定負債

長期借入金 3,945 21,519

リース債務 17 12

繰延税金負債 47 42

退職給付に係る負債 49 56

資産除去債務 3,762 6,183

その他 1,324 1,293

固定負債合計 9,148 29,107

負債合計 55,339 78,085

純資産の部

株主資本

資本金 1,760 1,760

資本剰余金 1,921 1,921

利益剰余金 58,840 61,904

自己株式 △1,685 △4,685

株主資本合計 60,837 60,900

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 109 190

その他の包括利益累計額合計 109 190

非支配株主持分 117 119

純資産合計 61,064 61,210

負債純資産合計 116,403 139,295
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2024年６月１日
　至　2025年５月31日)

当連結会計年度
(自　2025年６月１日

　至　2026年５月31日)

売上高 292,940 319,208

売上原価 224,216 244,985

売上総利益 68,723 74,222

販売費及び一般管理費

給与手当及び賞与 24,991 29,045

賞与引当金繰入額 621 706

退職給付費用 87 93

水道光熱費 5,744 6,128

賃借料 8,077 8,922

減価償却費 6,348 8,472

貸倒引当金繰入額 △203 △0

その他 13,243 15,556

販売費及び一般管理費合計 58,911 68,925

営業利益 9,812 5,297

営業外収益

受取利息 30 37

受取配当金 4 4

受取賃貸料 142 173

助成金収入 122 89

受取保険金 70 66

貸倒引当金戻入額 － 0

その他 135 170

営業外収益合計 504 543

営業外費用

支払利息 52 271

賃貸費用 62 57

固定資産処分損 19 －

貸倒引当金繰入額 71 －

その他 21 60

営業外費用合計 228 390

経常利益 10,088 5,450

特別利益

受取保険金 － 107

助成金収入 － 183

特別利益合計 － 290

特別損失

災害による損失 － 79

減損損失 － 85

特別損失合計 － 165

税金等調整前当期純利益 10,088 5,576

法人税、住民税及び事業税 3,774 2,519

法人税等調整額 △463 △549

法人税等合計 3,310 1,969

当期純利益 6,778 3,606

非支配株主に帰属する当期純利益 3 2

親会社株主に帰属する当期純利益 6,774 3,603

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2024年６月１日
　至　2025年５月31日)

当連結会計年度
(自　2025年６月１日

　至　2026年５月31日)

当期純利益 6,778 3,606

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4 80

その他の包括利益合計 △4 80

包括利益 6,773 3,687

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 6,769 3,684

非支配株主に係る包括利益 3 2

（連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,716 1,877 52,524 △881 55,237

当期変動額

新株の発行 43 43 87

剰余金の配当 △460 △460

親会社株主に帰属する当期純利益 6,774 6,774

自己株式の取得 △803 △803

その他 0 0

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）

当期変動額合計 43 43 6,315 △803 5,599

当期末残高 1,760 1,921 58,840 △1,685 60,837

その他の包括利益
累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券評
価差額金

当期首残高 114 30 113 55,496

当期変動額

新株の発行 87

剰余金の配当 △460

親会社株主に帰属する当期純利益 6,774

自己株式の取得 △803

その他 0

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）

△4 △30 3 △31

当期変動額合計 △4 △30 3 5,567

当期末残高 109 － 117 61,064

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2024年６月１日　至　2025年５月31日）
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,760 1,921 58,840 △1,685 60,837

当期変動額

剰余金の配当 △540 △540

親会社株主に帰属する当期純利益 3,603 3,603

自己株式の取得 △3,000 △3,000

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）

当期変動額合計 3,063 △3,000 63

当期末残高 1,760 1,921 61,904 △4,685 60,900

その他の包括利益
累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券評
価差額金

当期首残高 109 117 61,064

当期変動額

剰余金の配当 △540

親会社株主に帰属する当期純利益 3,603

自己株式の取得 △3,000

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）

80 2 83

当期変動額合計 80 2 146

当期末残高 190 119 61,210

当連結会計年度（自　2025年６月１日　至　2026年５月31日）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2024年６月１日
　至　2025年５月31日)

当連結会計年度
(自　2025年６月１日

　至　2026年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 10,088 5,576

減価償却費 7,761 9,784

賞与引当金の増減額（△は減少） 60 73

貸倒引当金の増減額（△は減少） △131 △26

減損損失 － 85

受取利息及び受取配当金 △34 △42

支払利息 52 271

災害損失 － 79

受取保険金 － △107

助成金収入 － △183

建設協力金の家賃相殺額 211 189

預り建設協力金の家賃相殺額 △47 △47

投資有価証券評価損益（△は益） 4 －

売上債権の増減額（△は増加） △9 △2

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,458 △909

その他の流動資産の増減額（△は増加） △1,181 △2,405

仕入債務の増減額（△は減少） 2,226 988

その他の流動負債の増減額（△は減少） △1,489 1,425

その他の固定負債の増減額（△は減少） 44 65

その他 △76 △4

小計 16,022 14,811

利息及び配当金の受取額 8 17

利息の支払額 △49 △293

保険金の受取額 － 107

補助金の受取額 120 120

助成金の受取額 － 91

災害損失の支払額 － △8

法人税等の支払額 △4,662 △3,831

営業活動によるキャッシュ・フロー 11,438 11,014

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △16,270 △26,293

有形固定資産の売却による収入 100 56

無形固定資産の取得による支出 △31 △7

投資有価証券の取得による支出 △3 －

資産除去債務の履行による支出 △20 △4

差入保証金の払込による支出 △360 △340

差入保証金の回収による収入 75 78

長期前払費用の取得による支出 △198 △189

建設協力金の支払による支出 △40 △10

その他 △17 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △16,766 △26,710

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2024年６月１日
　至　2025年５月31日)

当連結会計年度
(自　2025年６月１日

　至　2026年５月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） 7,000 △1,000

長期借入れによる収入 － 30,000

長期借入金の返済による支出 △3,949 △7,905

リース債務の返済による支出 △62 △9

株式の発行による収入 70 －

自己株式の取得による支出 △803 △3,000

配当金の支払額 △460 △540

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,793 17,544

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,534 1,848

現金及び現金同等物の期首残高 12,023 8,488

現金及び現金同等物の期末残高 8,488 10,337
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更）

(資産除去債務の見積り変更)

　当連結会計年度において、当社グループの不動産賃借契約及び定期借地権契約に伴う原状回復義務として計上し

ていた資産除去債務について、店舗等の退去時に必要とされる原状回復費用に関する新たな情報の入手に伴い、原

状回復費用に関して見積りの変更を行いました。

　詳細は、添付資料P.16「３．連結財務諸表及び主な注記（5）連結財務諸表に関する注記事項（資産除去債務関

係）」をご覧ください。

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

連結子会社の数　　19社

　主要な連結子会社名

　㈱西源

　瀬戸内メイプルファーム㈱

　㈱小田商店

　マミーズ㈱

２．持分法の適用に関する事項

該当事項はありません。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

すべての連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。

４．会計方針に関する事項

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法

イ　有価証券

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等

移動平均法による原価法

ロ　棚卸資産

　商品及び製品

小売部門

売価還元法による低価法

　ただし、生鮮品は最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法）

小売部門以外

総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

　仕掛品

総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

　原材料及び貯蔵品

最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
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(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ　有形固定資産（リース資産を除く）

　定率法

ただし、営業店舗以外の建物（建物附属設備を除く。）は定額法によっております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物及び構築物　　　 3～50年

工具、器具及び備品 　2～20年

ロ　無形固定資産（リース資産を除く）

ソフトウエア

自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法

その他の無形固定資産

定額法

ハ　リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零（残価保証額の取り決めがある場合は当該残価保証額）と

する定額法を採用しております。

　なお、リース取引開始日が2008年５月31日以前のリース取引については通常の賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理によっております。

(3）重要な引当金の計上基準

イ　貸倒引当金

　　　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定

の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

ロ　賞与引当金

　　従業員の賞与の支給に充てるため、支給見込額に基づく当連結会計年度負担額を計上しております。

(4）退職給付に係る会計処理の方法

　一部の子会社の従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務の見込額に

基づき計上しております。退職給付債務の計算については、簡便法を採用しております。

(5）重要な収益及び費用の計上基準

　当社及び一部の連結子会社は、食品を中心としたスーパーマーケット事業を主力事業としておりま

す。同事業における商品の引渡時点において、顧客への履行義務が充足されると同時に対価の回収が全

て完了していることから、当該時点で収益を認識しております。

(6）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　　手許現金、随時引き出し可能な預金及び３カ月以内の定期預金からなっております。

(7）その他連結財務諸表作成のための重要な事項

グループ通算制度の適用

　当社及び一部の連結子会社は、グループ通算制度を適用しております。

（セグメント情報等）

（セグメント情報）

　当社グループにおける報告セグメントは小売事業のみであり、開示情報としての重要性が乏しいため、セグメント

情報の記載を省略しております。
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前連結会計年度
（自　2024年６月１日

至　2025年５月31日）

当連結会計年度
（自　2025年６月１日

至　2026年５月31日）

１株当たり純資産額 4,400.85円 4,555.11円

１株当たり当期純利益金額 486.03円 265.32円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 485.84円 －

前連結会計年度
（自　2024年６月１日

至　2025年５月31日）

当連結会計年度
（自　2025年６月１日

至　2026年５月31日）

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益金額

（百万円）
6,774 3,603

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利

益金額（百万円）
6,774 3,603

普通株式の期中平均株式数（株） 13,938,514 13,582,847

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益調整額

（百万円）
－ －

普通株式増加数（株） 5,354 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり当期純利益金額の算定に含めなかった潜在

株式の概要

― ―

（１株当たり情報）

（注）１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであ

ります。
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前連結会計年度
（自　2024年６月１日

至　2025年５月31日）

当連結会計年度
（自　2025年６月１日

至　2026年５月31日）

期首残高 3,492百万円 3,762百万円

有形固定資産の取得に伴う増加額 259 345

見積りの変更による増加額 － 2,063

時の経過による調整額 37 50

履行による減少額 △27 △12

期末残高 3,762 6,211

（資産除去債務関係）

資産除去債務のうち連結貸借対照表に計上しているもの

イ．当該資産除去債務の概要

店舗等の不動産賃貸借契約及び定期借地権契約に伴う回復義務等であります。

ロ．当該資産除去債務の金額の算定方法

　使用見込期間を不動産賃貸借契約期間又は、建物の耐用年数で見積もり、割引率は0.1％～3.9％を使用して資

産除去債務の金額を計算しております。

ハ．当該資産除去債務の総額の増減

ニ．当該資産除去債務の金額の見積りの変更

　当連結会計年度において、当社グループの不動産賃貸借契約及び定期借地権契約に伴う原状回復義務として計

上していた資産除去債務について、店舗等の退去時に必要とされる原状回復費用に関する新たな情報の入手に伴

い、原状回復費用に関して見積りの変更を行いました。

　この見積りの変更による増加額2,063百万円を変更前の資産除去債務残高に加算しております。

　なお、当該見積りの変更により、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益は487百

万円減少しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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